
授業科目名 医師事務作業補助演習Ⅰ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回　医療事務コー
ス

2

上森 文子

演習

該当する

病院でのクラーク勤務の経験を活かして、カルテ内容や医療文書の作成方法をわかりやすく講義していきます。（全14
回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

2008年に医師の負担軽減と処遇改善を目的として、診療報酬点数に医師の事務作業補助体制加算が新設され、それ以降、勤務医の負担軽減を一層促進するため、点数の見
直しの都度、施設基準の見直しや加算の拡充が行われています。医療事務職として、この医師の事務作業を代行するに当たり、臨床医学・医薬品・医事関連法規・医事文
書に関する基礎知識と文書作成能力が必要となります。そのため、この授業では、診療録と電子カルテ等の医事文書作成に関わる法律と医事文書の記載内容を中心に学び
ます。適宜、診療録を読み解くときに理解が必要となる、診療科ごとの疾患や診療内容も補足していきます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 医師の事務作業補助者の業務に必要となる医事
関連法規や各診療科の主な疾患とその治療内容
に関する基礎知識

医師の事務作業補助者の業務に必要となる医事関
連法規や各診療科の主な疾患とその治療内容に関
する基礎知識を身につけて、将来の業務に活かす
ことができる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 医師の事務作業の補助者の業務を遂行するため
に必要となるカルテや診断書等の医事文書に関
する基礎知識

医師の事務作業の補助者の業務を遂行するために
必要となるカルテや診断書等の医事文書に関する
基礎知識を身につけて、将来の業務に活かすこと
ができる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 与えられた情報をわかりやすく説明できる。

2．DP9.役割理解・連携行動 医師の事務作業の業務内容を理解し、仲間ととも
にやり遂げることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題の提出

30

授業の理解度を深めるために、授業の最後に課題を提出していただき、課題の評価は、独自のルー
ブリックで評価します。

：

％

授業内での中間テスト

30

授業の中間で理解度を確認するために、小テストを行い、独自のルーブリックで評価します。：

％

定期試験

40

14回終了後（定期試験期間内）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象として問題を
出題し、ルーブリックで評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『医師事務作業補助者研修
基本テキスト（第１分冊）
』

日本医療アシスタント協会 日本医療アシスタント協会・・ 年・ 2026
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『医師事務作業補助者研修
実技問題集（第２分冊）

日本医療アシスタント協会 日本医療アシスタント協会・・ 年・ 2026

参考文献等

授業中に適宜指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。前期に学習した「医療事務概論」「医学概論」を
事前に復習しておくこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 医師事務作業補助業務の意義 医師事務作業補助体制加算の施設基準について復
習しておくこと。

4時間

医師事務作業補助体制加算が診療報酬点数に新設された背
景と医師事務作業補助体制加算の施設基準について学びま
す。

第２回 診療録と法律 診療録と法律（医師法・医師法施行規則・保険医
療機関及び保険医療養担当規則・医療法・健康保
険法）の関係について復習しておくこと。

4時間

診療録（カルテ）とは、医師が患者の症状、所見、治療に
おける指示などの医療記録や経過を記載したものです。現
在は、医師や看護師だけでなく、薬剤師、臨床検査技師、
栄養士、リハビリテーション技師等のコメディカルスタッ
フの記録も含めた診療記録が、広義の診療録といわれてい
ます。この回では、診療録と法律（医師法・医師法施行規
則・保険医療機関及び保険医療養担当規則・医療法・健康
保険法）の関係について学びます。

第３回 診療録の価値と診療録記載方針 診療録の価値と診療録記載方針（診療録記載の一
般的原則・診療録の記載事項）について復習して
おくこと。

4時間

この回では、診療録の価値と診療録記載方針（診療録記載
の一般的原則・診療録の記載事項）を学びます。

第４回 診療録の記載方法 問題指向型診療記録（POMR)とクリニカルパスにつ
いて復習しておくこと。

4時間

この回では、診療録の記載方法として、問題指向型診療記
録（POMR)とクリニカルパスについて学びます。

第５回 電子カルテと医療情報システム 医療情報システム（オーダリングシステム等）、
電子カルテ3原則について復習しておくこと。

4時間

この回では、医療の電子化、医療情報システム（オーダリ
ングシステム等）、電子カルテ3原則について学びます。

第６回 電子カルテに関するガイドライン 電子カルテに関するガイドラインの内容を復習し
ておくこと。

4時間

この回では、電子カルテに関するガイドライン「法令に保
存義務が規定されている診療録及び診療諸記録の電子媒体
による保存に関するガイドライン」について学びます。

第７回 文書作成 医事文書作成の留意事項を復習しておくこと。 4時間

この回では、医事文書作成の留意事項を学びます。

第８回 診断書と処方箋 診断書と処方箋の記載事項を復習しておくこと。 4時間

この回では、診断書と処方箋の記載事項を学びます。

第９回 出生証明書と死亡診断書 出生証明書（出生届）と死亡診断書（死亡届）の
記載事項を復習しておくこと。

4時間

この回では、出生証明書（出生届）と死亡診断書（死亡届
）の記載事項を学びます。

第10回 入院・手術証明書 入院・手術証明書の記載事項を復習しておくこ
と。

4時間

この回では、入院・手術証明書の記載事項を学びます。

第11回 傷病手当金意見書 傷病手当金意見書の記載事項を復習しておくこ
と。

4時間

この回では、傷病手当金意見書の記載事項を学びます。

第12回 医療要否意見書・主治医意見書 医療要否意見書・主治医意見書の記載事項を復習
しておくこと。

4時間

この回では、医療要否意見書・主治医意見書の記載事項を
学びます。

第13回 診療情報提供書・退院時要約 診療情報提供書・退院時要約の記載事項について
復習しておくこと。

4時間

この回では、診療情報提供書と退院時要約の記載事項を学
びます。

第14回 入院診療計画書・おむつ使用証明書・自動車損害賠償責任
保険診断書

入院診療計画書・おむつ使用証明書・自動車損害
賠償責任保険診断書の記載事項について復習して
おくこと。

4時間

この回では、入院診療計画書・おむつ使用証明書・自動車
損害賠償責任保険診断書の記載事項について学びます。
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授業科目名 医師事務作業補助演習Ⅱ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回　医療事務コー
ス

2

上森 文子

演習

該当する

病院でのクラーク勤務の経験を活かして、カルテ内容や医療文書の作成方法をわかりやすく講義していきます。（全14
回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

2008年に医師の負担軽減と処遇改善を目的として、診療報酬点数に医師の事務作業補助体制加算が新設され、それ以降、勤務医の負担軽減を一層促進するため、点数の見
直しの都度、施設基準の見直しや加算の拡充が行われています。医療事務職として、この医師の事務作業を代行するに当たり、臨床医学・医薬品・医事関連法規・医事文
書に関する基礎知識と文書作成能力が必要となります。そのため、この授業では、「医師事務作業補助演習Ⅰ」で学んだことを基に、医事文書作成の演習を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 医師の事務作業補助者の業務に必要となる医事
関連法規や各診療科の主な疾患とその治療内容
に関する基礎知識

医師の事務作業補助者の業務に必要となる医事関
連法規や各診療科の主な疾患とその治療内容に関
する基礎知識を身につけて、将来の業務に活かす
ことができる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 医師の事務作業の補助者の業務を遂行するため
に必要となるカルテや診断書等の医事文書に関
する基礎知識

医師の事務作業の補助者の業務を遂行するために
必要となるカルテや診断書等の医事文書に関する
基礎知識を身につけて、将来の業務に活かすこと
ができる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 与えられた情報をわかりやすく説明できる。

2．DP9.役割理解・連携行動 医師の事務作業の業務内容を理解し、仲間ととも
にやり遂げることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題の提出

30

授業の理解度を深めるために、授業の最後に課題を提出していただき、課題の評価は、独自のルー
ブリックで評価します。

：

％

授業内での中間テスト

30

授業の中間で理解度を確認するために、小テストを行い、独自のルーブリックで評価します。：

％

定期試験

40

14回終了後（定期試験期間内）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象として問題を
出題し、ルーブリックで評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『医師事務作業補助者研修
基本テキスト（第１分冊）
』

日本医療アシスタント協会 日本医療アシスタント協会・・ 年・ 2026
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『医師事務作業補助者研修
実技問題集（第２分冊）

日本医療アシスタント協会 日本医療アシスタント協会・・ 年・ 2026

参考文献等

授業中に適宜指示します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。前期に学習した「医療事務概論」「医学概論」を
事前に復習しておくこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 医師事務作業補助業務の意義 医師事務作業補助体制加算の施設基準について復
習しておくこと。

4時間

医師事務作業補助体制加算が診療報酬点数に新設された背
景と医師事務作業補助体制加算の施設基準について学び、
実践問題を解いていきます。

第２回 診療録と法律 診療録と法律（医師法・医師法施行規則・保険医
療機関及び保険医療養担当規則・医療法・健康保
険法）の関係について復習しておくこと。

4時間

診療録（カルテ）とは、医師が患者の症状、所見、治療に
おける指示などの医療記録や経過を記載したものです。現
在は、医師や看護師だけでなく、薬剤師、臨床検査技師、
栄養士、リハビリテーション技師等のコメディカルスタッ
フの記録も含めた診療記録が、広義の診療録といわれてい
ます。この回では、診療録と法律（医師法・医師法施行規
則・保険医療機関及び保険医療養担当規則・医療法・健康
保険法）の関係について学び、実践問題を解いていきます
。

第３回 診療録の価値と診療録記載方針 診療録の価値と診療録記載方針（診療録記載の一
般的原則・診療録の記載事項）復習しておくこ
と。

4時間

この回では、診療録の価値と診療録記載方針（診療録記載
の一般的原則・診療録の記載事項）を学び、実践問題を解
いていきます。

第４回 診療録の記載方法 問題指向型診療記録（POMR)とクリニカルパスにつ
いて復習しておくこと。

4時間

この回では、診療録の記載方法として、問題指向型診療記
録（POMR)とクリニカルパスについて学び、作成演習を行い
ます。

第５回 電子カルテと医療情報システム 医療情報システム（オーダリングシステム等）、
電子カルテ3原則について復習しておくこと。

4時間

この回では、医療の電子化、医療情報システム（オーダリ
ングシステム等）、電子カルテ3原則について学び、実践問
題を解いていきます。

第６回 電子カルテに関するガイドライン 電子カルテに関するガイドラインの内容を復習し
ておくこと。

4時間

この回では、電子カルテに関するガイドライン「法令に保
存義務が規定されている診療録及び診療諸記録の電子媒体
による保存に関するガイドライン」について学び、実践問
題を解いていきます。

第７回 文書作成 医事文書作成の留意事項を復習しておくこと。 4時間

この回では、医事文書作成の留意事項を学び、実践問題を
解いていきます。

第８回 診断書と処方箋 診断書と処方箋の記載事項を復習しておくこと。 4時間

この回では、診断書と処方箋の記載事項を学び、作成演習
を行います。

第９回 出生証明書と死亡診断書 出生証明書（出生届）と死亡診断書（死亡届）の
記載事項を復習しておくこと。

4時間

この回では、出生証明書（出生届）と死亡診断書（死亡届
）の記載事項を学び、作成演習を行います。

第10回 入院・手術証明書 入院・手術証明書の記載事項を復習しておくこ
と。

4時間

この回では、入院・手術証明書の記載事項を学び、作成演
習を行います。

第11回 傷病手当金意見書 傷病手当金意見書の記載事項を復習しておくこ
と。

4時間

この回では、傷病手当金意見書の記載事項を学び、作成演
習を行います。

第12回 医療要否意見書・主治医意見書 医療要否意見書・主治医意見書の記載事項を復習
しておくこと。

4時間

この回では、医療要否意見書・主治医意見書の記載事項を
学び、作成演習を行います。

第13回 診療情報提供書・退院時要約 診療情報提供書・退院時要約の記載事項について
復習しておくこと。

4時間

- 4 -



この回では、診療情報提供書と退院時要約の記載事項を学
び、作成演習を行います。

第14回 入院診療計画書・おむつ使用証明書・自動車損害賠償責任
保険診断書

入院診療計画書・おむつ使用証明書・自動車損害
賠償責任保険診断書の記載事項について復習して
おくこと。

4時間

この回では、入院診療計画書・おむつ使用証明書・自動車
損害賠償責任保険診断書の記載事項について学び、作成演
習を行います。

182202
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授業科目名 医事コンピュータ演習Ⅱ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　医療事務
コース

2

高　明順

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

現在の多くの医療機関では従来の紙カルテから電子カルテへの移行が進んでいます。そのため電子カルテの知識と操作の習得は、医療に携わる全職種において必須のもの
となっています。そこで、本授業は実際に電子カルテのソフトを用い入力方法について学びます。また操作をマスターするうえでは、電子カルテシステムの理解が必要な
ため、医療機関内のシステム全般（医事会計・検査部門・医用画像・オーダリングシステム）への理解も深めます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 電子カルテソフトの基礎知識 医療機関内のシステムについて理解できる。

2．DP2.専門的知識・技能、職業理解 電子カルテの操作に必要な技能 診療内容を理解し電子カルテの操作ができる。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 情報を正確に入力できる。

2．DP9.役割理解・連携行動 医療機関の職能理解ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内の課題

30

授業の理解度を深めるために、授業の最後に課題を提出していただき、課題の評価は、独自のルー
ブリックで評価します。

：

％

授業内の中間テスト

30

授業の中間で理解度を確認するために、小テストを行い、独自のルーブリックで評価します。：

％

定期試験

40

14回終了後（定期試験期間内）に実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象として問題を
出題し、ルーブリックで評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『電子カルテシステムの理
解と演習』

ケアアンドコミュニケーション株式
会社

ケアアンドコミュニケーシ
ョン株式会社

・・ 年・ 2026

参考文献等

授業内で適宜指示します

182203
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授業内で適宜指示します

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

備考・注意事項： 不明な点があったら、メールにてお問い合わせください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 電子カルテシステムの概要 電子カルテの概要をノートにまとめる。 4時間

電子カルテシステムの全体像と医療機関における業務処理
フローを学習します。

第2回 電子カルテシステムの定義と技能 電子カルテの将来性についてノートにまとめる。 4時間

電子カルテシステムのメリットと機能について学習し演習
します。

第3回 電子カルテシステムの代行入力 SOAPの考え方をノートにまとめる。 4時間

POSに基づく診療録の記載とSOAPの記載方法を学習し演習し
ます。

第4回 電子カルテシステムの操作方法①診療受付 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い診療受付業務（問診票）を学習し
演習をします。

第5回 電子カルテシステムの操作方法②診療内容 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い診療内容業務（SOAP）について学
習し演習をします。

第6回 電子カルテシステムの操作方法③診療コスト 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い診療コストについて学習し演習を
します。

第7回 電子カルテシステムの関連知識 練習問題に取り組む。 4時間

アクセス権限やセキュリティについて理解し、電子カルテ
ソフトを用いて演習をします。

第8回 IT化の流れと診療録の電子化 練習問題に取り組む。 4時間

診療録の法的要件と電子保存の原則を理解し、電子カルテ
ソフトを用いて演習をします。

第9回 電子カルテの部門システム 練習問題に取り組む。 4時間

医事会計システム、検査部門システム、医用画像システム
を理解し、電子カルテソフトを用いて演習をします。

第10回 オーダリングシステム 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い画像と検査のオーダリングシステ
ムについて学習し演習をします。

第11回 医師事務作業補助者の業務 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い医師事務作業補助者の業務理解を
学習し演習をします。

第12回 文書作成の代行入力 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い医療文書の作成を学習し演習をし
ます。

第13回 診療所の電子カルテ入力 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い診療所の施設基準に基づく電子カ
ルテの操作を演習をします。

第14回 病院の電子カルテ入力 練習問題に取り組む。 4時間

電子カルテソフトを用い病院の施設基準に基づく電子カル
テの操作を演習をします。

182203
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授業科目名 調剤報酬請求事務演習

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回　医療事務コー
ス

２

笹谷 君江

演習

該当する

30年あまりにわたる豊富な実務経験を活かして、カルテに記載されている治療内容をわかりやすく講義していきます。
（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

調剤報酬請求事務演習では、調剤薬局で使用される調剤報酬明細書作成（保険請求）に必要となる知識とスキルの修得を目指します。そのため、この授業の前半では、保
険薬局での事務の仕事、医薬品の基礎知識、処方箋の様式と記載内容、および調剤報酬（調剤基本料・薬剤調製料・薬剤料・薬学管理料・特定保険医療材料料）の点数算
定のルールを学びます。授業の後半では、調剤報酬請求事務の実践力を修得するために、模擬処方箋を基に、調剤報酬明細書（レセプト）の作成演習を行います。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 調剤報酬の点数算定に関する基礎知識 調剤報酬の点数算定に関する基礎知識を修得し、
将来の業務に活かすことができる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 医薬品に関する基礎知識 医薬品に関する基礎知識を将来の業務に活かすこ
とができる。

汎用的な力

1．DP6.行動・実践 処方箋を正確に読み取り、適切な調剤報酬請求業
務を行うことができる。

2．DP9.役割理解・連携行動 保険請求の仕組みを理解し、調剤報酬請求業務を
仲間とともにやり遂げることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題の提出

30

授業の理解度を深めるために、授業の最後に課題を提出していただき、課題の評価は、独自のルー
ブリックに基づいて評価します。

：

％

授業内の小テスト

30

授業の中間で理解度を確認するために、小テストを行い、独自のルーブリックに基づいて評価しま
す。

：

％

定期試験

40

14回終了後（定期試験期間内）に実施します。全授業で実施したすべての範囲を対象とした問題を
出題し、独自のルーブリックに基づいて評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業内でプリントを配布いたします。参考文献は授業内で適宜指示いたします。

履修上の注意・備考・メッセージ

182204
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
医療保険制度、保険請求業務に関する詳しい内容は、「医療保険制度」の授業で学びます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 保険薬局の基礎知識 保険薬局の基礎知識をまとめて、配布したプリン
トの練習問題を解いておく。

4時間

保険薬局の基礎知識として、医薬分業、医薬品販売業者の
概要、薬局に関わる職種、薬局の分類、医薬品の取引業者
、保険薬局業務の流れを学びます。

第２回 医薬品の基礎知識 医薬品の基礎知識をまとめて、配布したプリント
の練習問題を解いておく。

4時間

医薬品の定義と分類、医薬品の剤形とその種類、医薬品の
取扱いと保管、薬物療法と薬の体内動態について学びます
。

第３回 医療保障制度 医療保障制度についてまとめて、配布したプリン
トの練習問題を解いておく。

4時間

公的医療保険、公費負担医療制度、被保険者証、公費負担
医療の受給者証、労災保険、自賠責保険、介護保険および
療養担当規則について、保険薬局で必要な知識を中心に学
びます。

第４回 処方箋の見方・調剤報酬の基礎知識 処方箋の見方と調剤報酬の基礎知識を復習し、配
布したプリントの問題を解いておく。

4時間

処方箋の見方と調剤報酬の基礎知識（調剤報酬の構成、調
剤報酬の請求業務の流れ、窓口負担額の計算、実費徴収、
薬価基準、薬価、材料価格基準）を学びます。

第５回 薬剤料と特定保険医療材料料 薬剤料と特定保険医療材料料の算定方法を復習
し、配布したプリントの練習問題を解いておく。

4時間

薬剤の分類と単位薬剤料について学びます。
また、薬剤料と特定保険医療材料料の計算方法を学びます
。

第６回 調剤基本料 調剤基本料について復習し、配布したプリントの
練習問題を解いておく。

4時間

調剤基本料では、調剤基本料の基本点数と加算、受付回数
の考え方、時間外加算・休日加算・深夜加算、分割調剤の
考え方について学びます。

第７回 薬剤調製料と調剤管理料 薬剤調製料と調剤管理料について復習し、配布し
たプリントの練習問題を解いておく。

4時間

内服薬の薬剤調製料と調剤管理料、内服薬以外の薬剤調製
料と調剤管理料、薬剤調製料と調剤管理料の加算について
学びます。

第８回 薬学管理料 薬学管理料について復習し、配布したプリントの
練習問題を解いておく。

4時間

薬学管理料では、服薬管理指導料の算定要件と服薬管理指
導料の加算、外来服薬支援料1・2（一包化）、その他の薬
学管理料について学びます。

第９回 調剤報酬明細書の記載方法 調剤報酬明細書の記載方法を復習し、配布したプ
リントの練習問題を解いておく。

4時間

調剤報酬明細書の記載方法（上書き他）を学びます。

第10回 調剤録・調剤報酬明細書の作成と点検 調剤報酬明細書に誤りがないか、チェック方法を
復習し、配布したプリントの練習問題を解いてお
く。

4時間

模擬処方箋を基に調剤録・調剤報酬明細書を作成します。
また、作成した調剤録・調剤報酬明細書に誤りがないか、
チェック方法を学びます。

第11回 調剤報酬明細書の作成（１）　服薬管理指導料、時間外等
加算の演習

模擬処方箋を基に調剤報酬明細書を作成します。 4時間

模擬処方箋の記載内容・来局時間から、服薬管理指導料、
時間外等加算を算定し、調剤報酬明細書を作成します。

第12回 調剤報酬明細書の作成（２）　特定薬剤管理指導加算１、
計量混合調剤加算の演習

模擬処方箋を基に調剤報酬明細書を作成します。 4時間

模擬処方箋に記載されている薬剤から特定薬剤管理指導加
算１、計量混合調剤加算等の算定演習を行い、最後に調剤
報酬明細書を作成します。

第13回 調剤報酬明細書の作成（３）　乳幼児、高齢者、かかりつ
け薬剤師指導料、外来服薬支援料2（一包化）の演習

模擬処方箋を基に調剤報酬明細書を作成します。 4時間

乳幼児や高齢者の模擬処方箋を用いて、乳幼児の加算やか
かりつけ薬剤師指導料、外来服薬支援料2（一包化）の算定
演習を行い、最後に調剤報酬明細書を作成します。

第14回 まとめ 配布したプリントの練習問題に取り組む。 4時間

この授業のまとめを行い、テキストの練習問題に取り組み
ます。

182204
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授業科目名 卒業研究Ⅰ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　医療事務
コース

2

中村 映美

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は、少人数のゼミ形式で進めます。
各自研究のテーマを設定し、研究テーマにふさわしい研究技法について学びます。さらに、テーマの内容での先行研究について学習します。その上で、技法に沿って調査
を実施し、結果を検討・考察していきます（学外にてフィールドワークを実施することもあります）。これを後期の卒業研究へ向けてのパイロットスタディとし、前期終
了時点での成果をまとめて、レポートを執筆します。レポートをもとに最終発表を行い、卒業論文の執筆に備えます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 情報収集、プレゼンテーション力 ・情報収集力：自分たちの関心に沿った先行研究
を収集することができる
・プレゼンテーション力：プレゼンテーションの
作法に則って、8分～10分程度の発表および質疑応
答ができる

汎用的な力

1．DP4.課題発見 ・観察力：観点を定めて現状を客観的に把握でき
る
・分析力：集めた情報を要素分解し、事象の成り
立ちを明らかにできる
・論理的思考力：物事に規則性を発見し、筋道を
立てて考えることができる

2．DP5.計画・立案力 ・計画力：研究内容を、技法に沿って計画するこ
とができる
・計画修正力：計画や構想を批判的に捉え、必要
に応じて修正できる

3．DP6.行動・実践 ・実践力：計画の実行に踏み出し、やり遂げるこ
とができる

4．DP9.役割理解・連携行動 ・傾聴力：他人の意図や主張を丁寧に正確に把握
することができる
・柔軟性：意見の違いや立場の違いを理解できる
・連携力：他人と連携して作業に当たり、成果を
上げることができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・見学、フィールドワーク

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人研究

50

個人での研究について、独自のルーブリックにより評価します。
ゼミへの参加、発言、報告、準備およびその態度・内容が積極的なもの、模範的なプレゼンテー
ションに対して高評価します。

：

％

試験（研究報告レポート・発表）

40

前期の研究内容をまとめたレポートおよび発表を、独自のルーブリックにより評価します。：

％

182206
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40 ％

ゼミメンバーとの交流

10

授業時間内外におけるゼミ活動への関与について、独自のルーブリックにより評価します。積極的
な関与が見られる場合に高評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすることが必要です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回講義でお知らせします

場所： 西館5階研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 卒業研究Ⅰの概略説明と目標設定 2回生前期の目標を立て、ノートにまとめましょ
う。

4時間

卒業論文に取り組むにあたって、研究倫理教育を実施しま
す。
また、年間を通しての研究テーマについて、これまでの経
営会計学科での学びを踏まえ検討します。

第2回 卒業研究のテーマを見つける 卒業研究のテーマをさがすべく、資料を収集しま
しょう。

4時間

「研究」とは何かについて再確認します。そして、卒業研
究のためのテーマについて、先行研究を探します。

第3回 先行研究の探索、読解 研究の計画を立てましょう。 4時間

卒業研究のためのテーマについて、先行研究を探します。
そして、仮説を実証するための方法を考えます。

第4回 研究目的、研究計画を立てる 先行研究の文献を読み、それらの研究成果を整理
しましょう。

4時間

自分たちが取り組むテーマに対して、どのようなことを明
らかにするのか、また、そのために、どのように研究を進
めるのかについて、ディスカッションしながら検討します
。

第5回 研究方法を検討する 倫理審査が必要な場合は、申請の準備をしましょ
う。

4時間

研究の方法を検討します。文献研究、観察法、インタビュ
ー調査、アンケート調査など、問いにマッチする研究方法
を選択できるよう、学習します。

第6回 先行研究の分析（１）（グループ１メンバーの報告） 先行研究の文献を読み、要約しましょう（報告担
当者はレジュメを作成しましょう）。

4時間

先行研究を講読し、どのような研究成果があるのかについ
て、内容を要約し、ゼミメンバーと共有します。自分がや
ろうとしていることとどこが違うのかについても、ディス
カッションしながら検討します。他のメンバーの報告を聞
き、質問をします。

第7回 先行研究の分析（２）（グループ２メンバーの報告） 先行研究の文献を読み、要約しましょう（報告担
当者はレジュメを作成しましょう）。

4時間

先行研究を講読し、どのような研究成果があるのかについ
て、内容を要約し、ゼミメンバーと共有します。自分がや
ろうとしていることとどこが違うのかについても、ディス
カッションしながら検討します。他のメンバーの報告を聞
き、質問をします。

第8回 先行研究の分析　(３)（グループ３メンバーの報告） 先行研究を踏まえて、自分なりの仮説を考えま
しょう。

4時間

先行研究を講読し、どのような研究成果があるのかについ
て、内容を要約し、ゼミメンバーと共有します。自分がや
ろうとしていることとどこが違うのかについても、ディス
カッションしながら検討します。他のメンバーの報告を聞
き、質問をします。

第9回 仮説を立てる 先行研究に今一度目を通し、仮説について再度検
討しましょう。

4時間

前回までに学んだ先行研究を踏まえて、自分たち自身の仮
説を立てます。仮説を検証するために必要な研究方法につ
いても検討します。

第10回 調査（パイロットスタディ） 各種調査を実践しましょう。 4時間

個人（またはグループ）で、パイロットスタディとして調
査・研究を実践します。授業外課題で課された調査につい
て、現状を報告します。

第11回 調査（パイロットスタディ）で得たデータ整理 パイロットスタディをまとめるために、収集した
資料を整理しましょう。

4時間
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得られたデータを整理し、仮説を検証します。そして、パ
イロットスタディの結果をまとめます。

第12回 論文について(論文の形式、引用の方法） 感想文やレポートと論文の違いについてまとめま
しょう。前期の研究作業をまとめる発表資料を作
成しましょう。

4時間

後期に執筆する卒業論文へ向けて、論文の形式、引用方法
について学びます。
前期の研究活動（パイロットスタディ）で得られた成果を
発表資料にまとめ、後期へ向けて必要な調査について確認
し、夏休み中に十分な調査ができるよう、準備をします。

第13回 前期研究成果の発表（グループ１メンバーの発表） 半年間の振り返りと後期に向けて目標を設定しま
しょう。

4時間

前期研究成果について内容を要約し、ゼミメンバーと共有
します。今後どのような調査、研究が必要かディスカッシ
ョンしながら明らかにします。他のメンバーの報告を聞き
、質問をします。

第14回 前期研究成果の発表（グループ２メンバーの発表） 半年間の振り返りと後期に向けて目標を設定しま
しょう。

4時間

前期研究成果について内容を要約し、ゼミメンバーと共有
します。今後どのような調査、研究が必要かディスカッシ
ョンしながら明らかにします。他のメンバーの報告を聞き
、質問をします。

182206
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授業科目名 卒業研究Ⅱ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期
2回生　医療事務
コース

2

中村 映美

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

この授業は、少人数のゼミ形式で進めます。
前期に引き続いて、個人研究を実施します。前期の「卒業研究Ⅰ」で設定したテーマについて、引き続き取り組みます。先行研究を踏まえて、しかるべき技法に沿って調
査を実施し、結果を分析・検討・考察していきます（学外にてフィールドワークを実施することもあります）。1年間にわたる個人研究の成果をまとめて卒業論文に著し、
かつ、同じ興味・関心を持つメンバーと一緒に、研究内容のプレゼンテーションも実施します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 文章力、プレゼンテーション力 調査した内容を文章に記すことができる。
プレゼンテーションの作法に則って、8分～10分程
度の発表および質疑応答ができる。

汎用的な力

1．DP7.完遂 実践力：計画の実行に踏み出し、やり遂げること
ができる。

2．DP8.意思疎通 傾聴力：他人の意図や主張を丁寧に正確に把握す
ることができる。／柔軟性：意見の違いや立場の
違いを理解できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

個人研究

40

個人研究について、独自のルーブリックにより評価します。
ゼミでの参加、発言、報告、準備およびその態度・内容が積極的なもの、模範的なプレゼンテー
ションに対して高評価します。

：

％

試験（卒業論文）

40

研究成果物（卒業論文）について、独自のルーブリックにより評価します。
レポート・論文の作法に則って、正確に詳しく書けているものを高評価します。

：

％

研究内容の発表

20

発表資料に卒業論文の内容が分かりやすく示されているか、および発表時のパフォーマンスについ
て、全学ルーブリックを参考にして評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

182207
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参考文献等

授業中に適宜紹介します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすることが必要です。
また、卒論の執筆中は、毎週の締め切りを厳守した上で、細かくチェックを受けることが必要です。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 初回講義でお知らせします

場所： 西館5階研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 企業訪問 企業見学から学んだ内容をレポートにまとめま
しょう。

4時間

企業を見学し、企業理念、社会的責任とは何かを学びます
。

第2回 卒業研究の概略説明と目標設定／卒論のテーマ確定 2回生後期の目標を立て、ノートにまとめましょ
う。

4時間

最初に、卒業論文を執筆するための研究倫理について学習
します。その上で、前期の卒業研究Ⅰで実施した研究で足
りなかった部分や修正するべき部分について、ディスカッ
ションしながら検討します。
また、2回生後期の目標を設定します。
個人研究については、基本的に前期に立てた研究テーマを
継続することになりますが、仮説や研究内容に問題がある
場合は修正します。
そして、最終的に卒業論文としてまとめるべく、内容を確
定します。

第3回 卒業論文の作成(1)卒業論文の書き方 卒業論文を書き始めましょう。 4時間

卒業論文の書き方について学びます。論文の体裁や項目、
内容などについて、テキストや先輩の論文などを参考にし
ながら理解します。

第4回 卒業論文の作成(2)卒業論文の書き出し 1章・2章を執筆しましょう。 4時間

卒論の書き出し部分（研究の背景、用語の定義）の書き方
について学び、実際に書き始めます。

第5回 卒業論文の作成(3)引用と脚注について 1章・2章を修正しましょう。 4時間

卒論内で他の資料からの引用を行う際のテクニックと、脚
注の付け方について学びます。

第6回 卒業論文の作成(4)先行研究のレビュー 卒業論文の執筆（先行研究のレビュー）を進めま
しょう。

4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。先行研究
のレビューについて理解し、実際に執筆します。

第7回 卒業論文の作成(5)仮説、調査の方法 卒業論文の執筆（仮説、および研究方法の説明）
を進めましょう。

4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。自ら立て
た仮説について説明することを理解し、先行研究のレビュ
ーから仮説までのつながりを意識して執筆します。また、
実際の調査の方法についても執筆します。

第8回 卒業論文の作成(6)考察 卒業論文の執筆（考察部分）を進めましょう。 4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。仮説の検
証からどういうことが言えるのかについて、考察した内容
を執筆します。

第9回 卒業論文の作成(7)まとめと参考文献一覧 卒業論文の執筆（まとめと参考文献一覧）を進め
ましょう。

4時間

引き続き、卒業論文の書き方について学びます。これまで
書いてきた卒業論文のまとめに入ります。図表の挿入や、
参考文献一覧の書き方についても理解し、執筆を進めます
。

第10回 卒業論文の作成(8)最終校正 他のメンバーの卒業論文を読んで参考にしましょ
う。

4時間

卒業論文を仕上げます。これまでに執筆した内容で問題が
ないかどうかを検討し、細かいところまで点検します。

第11回 研究発表の準備(1)発表のスライド作成 作成したスライドのアウトラインを見直して、シ
ナリオを書く準備をしましょう。

4時間

卒業論文に著した内容をプレゼンテーションするための準
備をします。各自の仮説とその検証内容をスライドにして
準備をし、それらを取りまとめて発表できるようにします
。

第12回 研究発表の準備(2)発表の準備、リハーサル 研究の成果をプレゼン資料にまとめ、発表の練習
をしましょう。

4時間

研究発表のための資料を作成し、発表の練習をします。
作成したスライドをもとにシナリオを作成し、効果的なプ
レゼンテーションについて検討しながら準備を進めます。
また、卒業論文の修正点を点検し、必要に応じて再提出し
ます。

第13回 卒業研究発表(1)　グループ１メンバーの発表 発表者は自らのプレゼンテーションを振り返り、
改善点などをまとめましょう。発表者以外は発表
者に対するコメントをまとめましょう。

4時間
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卒業論文の内容について、ここまでにまとめた発表資料を
用いてプレゼンテーションします。研究の目的や内容、仮
説、結論および自らの考察を簡潔かつ分かりやすく発表し
ましょう。発表者以外はプレゼンテーションを聞き、質問
します。

第14回 卒業研究発表(2)　グループ２メンバーの発表 発表者は自らのプレゼンテーションを振り返り、
改善点などをまとめましょう。発表者以外は発表
者に対するコメントをまとめましょう。

4時間

卒業論文の内容について、ここまでにまとめた発表資料を
用いてプレゼンテーションします。研究の目的や内容、仮
説、結論および自らの考察を簡潔かつ分かりやすく発表し
ましょう。発表者以外はプレゼンテーションを聞き、質問
します。

182207
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授業科目名 歯科診療報酬請求事務演習

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回生　医療事務
コース

2

高　明順

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「可・不可」

授業概要

この歯科診療報酬請求事務演習は、歯科クリニックで使用される歯科診療報酬明細書作成に必要となる知識とスキルの修得を目指しています。そのため、この授業では、
前半に、歯科の診療報酬算定の基礎となる、歯科の主な疾病の概要と治療の流れ、歯冠修復・補綴の方法、歯科クリニックの診療録（カルテ）で使用する略語、歯科診療
報酬点数表の見方、初診料・再診料・医学管理・画像診断料・麻酔料・投薬料・処置・手術・歯冠修復・補綴を学びます。授業の後半で、歯科の基本的な症例（う蝕、歯
髄炎、歯周炎）に沿って、点数の算定方法のルールを学びます。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP2.専門的知識・技能、職業理解 歯科の診療報酬算定に関する基礎知識 歯科の診療報酬算定に関する基礎知識を修得し、
将来の業務に活かすことができる。

2．DP3.専門的知識・技能を実践で発揮する力 歯科の疾患と治療内容に関する基礎知識 歯科の疾患と治療内容に関する基礎知識を修得
し、将来の業務に活かすことができる。

汎用的な力

1．DP8.意思疎通 歯科の診療録（カルテ）を正確に読み取り、適切
な診療報酬請求業務ができる。

2．DP9.役割理解・連携行動 保険請求の仕組みを理解し、診療報酬の請求業務
を仲間とともにやり遂げることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「-」とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題の提出

30

授業の理解度を深めるために、授業の最後に課題を提出いただき、課題の評価は、独自のルーブ
リックに基づいて評価します。

：

％

授業内の中間テスト

30

授業の中間で理解度を確認するために、小テストを行い、独自のルーブリックに基づいて評価しま
す。

：

％

定期試験

40

14回終了後（定期試験期間内）定期試験を実施します。本授業で学習したすべての範囲を対象とし
て問題を出題し、ルーブリックで評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

『歯科医療事務　症例と解
説』

アイ・デンタルサービス アイ・デンタルサービス・・ 年・ 2026

参考文献等

授業内で適宜指示します。

182208
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 歯科の基礎知識 主な病名の略称、病名以外の主な略称を復習して
おく。

4時間

第1回目の授業では、歯科の基礎知識（歯科の診療録（カル
テ）の様式と記載内容、主な病名の略称、病名以外の主な
略称、歯科の診療報酬点数の算定表の見方）を学びます。

第２回 初診料・再診料 初診料・再診料の算定ルールを復習しておく。 4時間

初診料・再診料の算定ルールを学びます。

第３回 医学管理・画像診断料 医学管理料及び画像診断料の算定ルールを復習し
ておく。

4時間

医学管理料（歯科疾患管理料・歯科衛生実地指導料・歯科
特定疾患療養管理料）及び画像診断料（デジタル撮影法・
アナログ撮影法・パノラマ撮影）の算定ルールを学びます
。

第４回 麻酔料・投薬料 麻酔料及び投薬料の算定ルールを復習しておく。 4時間

麻酔料及び投薬料の算定ルールを学びます。

第５回 う蝕（充填とインレー） う蝕の治療過程でどのような診療報酬を算定する
のかについて復習しておく。

4時間

この授業では、う蝕の症状、う蝕の診療過程で算定するも
のとその点数算定のルールについて学びます。

第６回 歯髄炎 歯髄炎の症状、歯髄炎の診療過程で算定する項目
とその点数算定のルールについて復習しておく。

4時間

この授業では、歯髄炎の症状、歯髄炎の診療過程で算定す
るものとその点数算定のルールについて学びます。

第７回 根尖性歯周炎 根尖性歯周炎の症状、根尖性歯周炎の診療過程で
算定する項目とその点数算定のルールについて復
習しておく。

4時間

この授業では、根尖性歯周炎の症状、根尖性歯周炎の診療
過程で算定するものとその点数算定のルールについて学び
ます。

第８回 歯冠修復 歯冠修復で算定する診療報酬の項目と算定のルー
ルについて復習しておく。

4時間

この授業では、歯冠修復で算定するものと算定のルールに
ついて学びます。

第９回 歯周疾患 歯周疾患の症状、歯周疾患の診療過程で算定する
項目とその点数算定のルールについて復習してお
く。

4時間

この授業では、歯周疾患の症状、歯周疾患の診療過程で算
定するものとその点数算定のルールについて学びます。

第10回 抜歯・手術・その他の症例 抜歯・手術等の診療過程で算定する項目とその点
数算定のルールについて復習しておく。

4時間

この授業では、抜歯・手術等の診療過程で算定するものと
その点数算定のルールについて学びます。

第11回 ブリッジ ブリッジ装着にあたって算定する診療報酬の項目
と算定のルールについて復習しておく。

4時間

この授業では、ブリッジ装着にあたって算定するものと算
定のルールについて学びます。

第12回 有床義歯 有床義歯装着にあたって算定する診療報酬の項目
と算定のルールについて復習しておく。

4時間

この授業では、有床義歯装着にあたって算定するものと算
定のルールについて学びます。

第13回 訪問診療 訪問診療で算定される診療報酬について復習して
おく。

4時間

この授業では、訪問診療で算定される診療報酬について学
びます。

第14回 歯科診療報酬明細書の作成 歯科診療報酬明細書の作成にあたっての留意事項
を整理しておく。

4時間

歯科の診療録（カルテ）を基に、歯科診療報酬明細書を作
成します。

182208
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授業科目名 ファイナンシャルプランニングⅠ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回　医療事務コー
ス

2

西川 浩史

講義

該当する

監査法人及び税理士法人で、公認会計士・税理士として、監査業務経験（約10年）と税務業務経験（約20年）がありま
す。今は、個人会計事務所を開業し、個人及び中小企業向けの税務サービスをしています。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

ファイナンシャル・プランニングとは、お金をどうやって確保しどのように使うかという計画を作成することです。人生の全体を見据えて、自分の夢や人生での目標を実
現するために、いつ・どれだけのお金が必要かを確認し、そのお金をどうやって確保するかを計画します。そのために、家計にかかわる金融、税制、不動産、住宅ロー
ン、保険、教育資金、年金制度などについて学びます。
授業は、ＦＰ３級のすべての学習範囲を対象とし、その中で将来に役立つ内容を重点的に行います。特に、医療事務にも関連する内容については、詳しく説明します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 人生におけるお金の運用に関する知識の修得 人生にどのようなリスクがあり、どれくらいのお
金が必要かを理解できる。

汎用的な力

1．DP5.計画・立案力 自分の人生をお金を中心に、リスクを加味して設
計できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題及び宿題

40

授業で取り組んだ課題に対して、指示に従って取り組んでいるか、授業の内容を正確に反映して
行っているか、内容を理解しているかなどを評価します。

：

％

小テスト

20

小テストを数回実施し、そこまでの授業で学んだ知識や技術を修得できたか、知識と技術を応用す
る力が身についたかなどを評価します。

：

％

定期試験

40

授業全体を通じて学んだ知識や技術を修得できたか、知識と技術を応用する力が身についたかなど
を評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

みんなが欲しかった！FPの
教科書3級

滝澤ななみ TAC出版・・ 年・ 2025

みんなが欲しかった！FPの
問題集3級

滝澤ななみ TAC出版・・ 年・ 2025

参考文献等

適宜、授業で必要な資料・問題を配布します。

182209
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182209
適宜、授業で必要な資料・問題を配布します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすることが必要です。

ファイナンシャルプランニングⅠとファイナンシャルプランニングⅡは、連続授業のため、授業計画も連続した計画になっています。そのため、ファイナンシャルプラン
ニングの受講者は、必ず、ファイナンシャルプランニングⅠとファイナンシャルプランニングⅡをともに履修してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付ける。
（nishikawa-hi@g.osaka-seikei.ac.jp）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ライフプランニング1（FPと倫理、ライフプランニングの
手法）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：ライフデザイン、ライフプランニング、FPが
守るべき原則、FP業務と関連法規、ライフイベン
ト、キャッシュフロー表、個人バランスシート、
終価係数、現価係数、年金終価係数、減債基金係
数、資本回収係数、年金現価係数

4時間

FPの基本、ファイナンシャル・プランニングと関連法規、
ライフイベントと３大必要資金、ライフプランニングの手
法、資金計画を立てる際の6つの係数を学びます。

第2回 ライフプランニング3（公的年金の全体像、公的年金の給
付）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：公的年金と私的年金、国民年金、老齢基礎年
金、老齢厚生年金、障害基礎年金、障害厚生年
金、遺族基礎年金、遺族厚生年金、寡婦年金

4時間

年金制度・国民年金の全体像、老齢給付、障害給付、遺族
給付を学びます。

第3回 リスクマネジメント1（保険の基本） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：生命保険・損害保険・第三分野の保険、大数
の法則・収支相等の法則、保険契約者保護機構、
クーリングオフ制度、ソルベンジー･マージン比率

4時間

リスクと保険、保険の原則、契約者等の保護制度を学びま
す。

第4回 リスクマネジメント3（損害保険） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：契約者・被保険者・保険の対象、保険価額・
保険金額・保険金、告知義務・通知義務、レクシ
スの原則、利得禁止の原則、超過保険・全部保
険・一部保険、自賠責保険、PL保険、地震保険料
控除

4時間

損害保険の基本用語、損害保険料のしくみ、超過保険・全
部保険・一部保険、火災保険、地震保険、自動車保険、傷
害保険、損害責任保険、損害保険と税金を学びます。

第5回 金融資産運用1（金融・経済の基本、セーフティネットと
関連法規、貯蓄型金融商品）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：GDP、景気動向指数、物価指数、インフレとデ
フレ、売りオペ・買いオペ、セーフティネット、
金融ADR制度、利率と利回り、単利と複利、固定金
利と変動金利

4時間

主な経済・景気の指標（GDP等）、景気とその影響（インフ
レ・デフレ等）、金融の基本（金融政策等）預金保険制度
、日本投資者保護基金、金融サービス提供法、消費者契約
法、金融商品取引法、貯蓄型金融商品の基本・種類を学び
ます。

第6回 金融資産運用3（投資信託、外貨建て金融商品） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：ETF・J-REIT、TTS・TTB・TTM、外貨預金・外
貨建てMMF

4時間

投資信託の特徴・しくみ・分類、為替レート・為替リスク
、主な外貨建て金融商品の種類・内容を学びます。

第7回 タックスプランニング1（所得税の基本） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：国税・地方税、直接税・間接税、申告納付・
賦課課税、居住者・非居住者、総合課税・分離課
税

4時間

税金の分類、所得税の納税者・非課税・計算の流れを学び
ます。

第8回 タックスプランニング３（所得控除、税額の計算と税額控
除）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：基礎控除、配偶者控除・配偶者特別控除、扶
養控除、社会保険料控除、生命保険料控除、地震
保険料控除、小規模企業共済等掛金控除、医療費
控除、寄付金控除、超過累進税率、住宅ローン控
除、配当控除、復興特別所得税

4時間

課税標準から所得控除を差しい引いて課税所得金額を計算
する方法、課税所得金額に税率を掛けて所得税額を計算し
、所得税額から税額控除を差し引いて申告納税税額を計算
する方法を学びます。

第9回 不動産1（不動産の基本） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：公示価格・基準地標準価格・固定資産税評価
額・路線価、取引事例比較法・原価法・収益還元
法、不動産登記簿（表題部、権利部）、不動産登
記の効力、仮登記

4時間

土地の価格、鑑定評価の方法、不動産の登記を学びます。
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第10回 不動産3（不動産の税金） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：不動産取得税、登録免許税、固定資産税、都
市計画税、居住用財産の譲渡の特例

4時間

不動産の取得・保有・譲渡にかかる税金を学びます。

第11回 相続・事業承継1（相続の基本） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：法定相続人、代襲相続、指定相続分・法定相
続分、相続の単純承認・限定承認と放棄、公正証
書遺言、遺産分割協議書、遺留分権利者と遺留分
の割合、法定成年後見制度（後見、保佐、補助）

4時間

相続とは何か、相続人、相続分（相続人が相続する割合）
、相続の承認と放棄、遺産分割、遺言と遺贈、遺留分、成
年後見制度を学びます。

第12回 相続・事業承継3（贈与税） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：贈与税の非課税財産・基礎控除・税率、贈与
税の非課税制度、贈与税申告書の提出義務者・提
出期限、贈与税の延納

4時間

贈与とは何か、贈与税の計算、贈与税の特例、贈与税の申
告と納付を学びます。

第13回 総まとめ１（ライフプランニング、リスクマネジメント） 問題でできなかったところを復習します。できな
かったキーワードを書きだして再度ノートにまと
めます。

4時間

ライフプランニング、リスクマネジメントの内容を振返り
、確認問題にチャレンジします。

第14回 総まとめ３（金融資産運用） 問題でできなかったところを復習します。できな
かったキーワードを書きだして再度ノートにまと
めます。

4時間

金融資産運用の内容を振返り、確認問題にチャレンジしま
す。

182209
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授業科目名 ファイナンシャルプランニングⅡ

822

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期
2回　医療事務コー
ス

2

西川 浩史

講義

該当する

監査法人及び税理士法人で、公認会計士・税理士として、監査業務経験（約10年）と税務業務経験（約20年）がありま
す。今は、個人会計事務所を開業し、個人及び中小企業向けの税務サービスをしています。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

開放科目の指示：「不可」

授業概要

ファイナンシャル・プランニングとは、お金をどうやって確保しどのように使うかという計画を作成することです。人生の全体を見据えて、自分の夢や人生での目標を実
現するために、いつ・どれだけのお金が必要かを確認し、そのお金をどうやって確保するかを計画します。そのために、家計にかかわる金融、税制、不動産、住宅ロー
ン、保険、教育資金、年金制度などについて学びます。
授業は、ＦＰ３級のすべての学習範囲を対象とし、その中で将来に役立つ内容を重点的に行います。特に、医療事務にも関連する内容については、詳しく説明します。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP1.幅広い教養やスキル 人生におけるお金の運用に関する知識の修得 人生にどのようなリスクがあり、どれくらいのお
金が必要かを理解できる。

汎用的な力

1．DP5.計画・立案力 自分の人生をお金を中心に、リスクを加味して設
計できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

原則として毎回出席すること。規定回数以上の出席がなければ放棄とみなし、成績評価を「－」(評価しない)とします。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題及び宿題

40

授業で取り組んだ課題に対して、指示に従って取り組んでいるか、授業の内容を正確に反映して
行っているか、内容を理解しているかなどを評価します。

：

％

小テスト

20

小テストを数回実施し、そこまでの授業で学んだ知識や技術を修得できたか、知識と技術を応用す
る力が身についたかなどを評価します。

：

％

定期試験

40

授業全体を通じて学んだ知識や技術を修得できたか、知識と技術を応用する力が身についたかなど
を評価します。

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

みんなが欲しかった！FPの
教科書3級

滝澤ななみ TAC出版・・ 年・ 2025

みんなが欲しかった！FPの
問題集3級

滝澤ななみ TAC出版・・ 年・ 2025

参考文献等

適宜、授業で必要な資料・問題を配布します。

182210
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適宜、授業で必要な資料・問題を配布します。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は２単位の科目であるため、平均すると毎回４時間の授業外学修が求められます。
「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすることが必要です。

ファイナンシャルプランニングⅠとファイナンシャルプランニングⅡは、連続授業のため、授業計画も連続した計画になっています。そのため、ファイナンシャルプラン
ニングの受講者は、必ず、ファイナンシャルプランニングⅠとファイナンシャルプランニングⅡをともに履修してください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 授業の前後

場所： 授業の教室

備考・注意事項： 授業の前後以外で質問したい場合は、メールにて受け付ける。
（nishikawa-hi@g.osaka-seikei.ac.jp）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ライフプランニング2（ライフプランニング策定上の資金
計画、社会保険）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド： 学資保険、教育ローン、住宅ローン、老後生
活費の計算、医療保険、介護保険、年金保険、労
災保険、雇用保険、保険料の労使折半

4時間

教育資金プランニング、住宅取得プランニング、老後資金
プランニング、社会保険の種類、公的医療保険の基本、健
康保険、国民健康保険、後期高齢者医療制度、退職者向け
の公的医療保険、公的介護保険、労災保険について学びま
す。

第2回 ライフプランニング4（企業年金等、年金と税金、カー
ド）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：確定給付型、確定拠出型、iDeCo、付加年金、
国民年金基金、小規模企業共済、社会保険料控
除、雑所得、リボルビング払い、カードローン、
キャッシング

4時間

企業年金、確定拠出年金、自営業者のための年金制度、年
金と税金、クレジットカードについて学びます。

第3回 リスクマネジメント2（生命保険） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：契約者・被保険者・受取人、保険料・保険
金・給付金・解約返戻金、主契約・特約、予定基
礎率、剰余金と配当金、定期保険、終身保険、養
老保険、変額保険、リビングニーズ特約、生命保
険料控除、生命保険金と税金

4時間

生命保険のしくみ、契約の手続き、保険料の払込み、必要
保障額の計算、主な生命保険の種類、個人年金、主な特約
、保険の継続・見直し、生命保険と税金、法人契約の保険
について学びます。

第4回 リスクマネジメント4（第三分野の保険） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：医療保険、ガン保険、介護保障保険、所得補
償保険

4時間

生命保険及び損害保険に属しない第三分野の保険、第三分
野の保険の種類について学びます。

第5回 金融資産運用2（債券、株券） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：個人向け国債、直接利回り・応募者利 回り・
最終利回り・所有期間利回り、価格変動リスク・
信用リスク、証券市場、指値注文・成行注文、日
経平均、PER・PBR・ROE、インデックス運用・アク
ティブ運用

4時間

債券の基本用語・種類・利回り・リスク、株式の基本（株
主の権利等）・取引・指標、投資信託の特徴・しくみ・分
類を学びます。

第6回 金融資産運用4（金融商品と税金、ポートフォリオとデリ
バティブ取引）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：特定口座、譲渡所得、申告分離課税、NISA、
ポートフォリオの期待収益率、リスクの低減効果
と相関係数、先物取引、オプション取引

4時間

金融商品に関する税金、NISA、ポートフォリオ運用とアセ
ット・アロケーション、デリバティブ取引を学びます。

第7回 タックスプランニング２（各所得の計算、課税標準の計
算）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：利子所得、配当所得、不動産所得、事業所
得、給与所得、退職所得、山林所得、譲渡所得、
一時所得、雑所得、損益通算、損失の繰越控除

4時間

所得を10種類に分けて、それぞれの所得金額を計算する方
法、各所得金額を合算して、損益通算・損失の繰越控除を
行って課税標準を計算する方法を学びます。

第8回 タックスプランニング4（所得税の申告と納付、個人住民
税、個人事業税）

授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：確定申告・準確定申告、青色申告・白色申
告、年末調整、源泉徴収票、普通徴収・特別徴収

4時間

確定申告の内容、青色申告と白色申告の違い、源泉徴収の
仕組み、個人住民税の内容・納税方法、個人事業税の内容
・申告・納付を学びます。

第9回 不動産２（不動産の取引、不動産に関する法令） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：媒介契約、手付金と解除、危険負担と担保責
任、住宅の品質確保の促進等に関する法律、壁芯
面積と内法面積、借地権・借家権、マンションの
集会決議と必要な賛成数、市街化区域・市街化調
整域、開発許可制度用途制限、接道義務とセット
バック、建蔽率、容積率、農地の権利移動（農業
委員会の許可）

4時間

宅地建物取引業法、不動産の売買契約に関するポイント、
借地借家法、区分所有法、都市計画法、建築基準法、農地
法を学びます。
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第10回 不動産4（不動産の有効活用） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：建物協力金方式・等価交換方式、単純利回
り・NOI利回り

4時間

不動産の有効活用の形態・事業手法、不動産投資利回りを
学びます。

第11回 相続・事業承継2（相続税） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：みなし相続財産、相続時精算課税による贈与
財産、生前贈与加算、非課税財産、債務控除、相
続税の基礎控除、相続税の税額控除、相続税申告
の提出期限、相続税の延納・物納

4時間

相続税の計算における各人の課税価格の計算、相続税の総
額の計算と各人の納付税額の計算、相続税の申告と納付を
学びます。

第12回 相続・事業承継4（財産の評価） 授業内容についてノートにまとめます。キーワー
ド：宅地の評価方法（路線価方式、倍率方式）、
自用地・借地権・貸宅地・貸家権付地、小規模宅
地等の課税価格の計算の特例（限度面積・減額割
合）、上場株式の評価・非上場株式の評価

4時間

宅地の評価方法、小規模宅地等の課税価格の計算の特例、
家屋の評価、株式の評価、ゴルフ会員権の評価、生命保険
の評価、定期預金の評価を学びます。

第13回 総まとめ２（タックスプランニング、不動産） 問題でできなかったところを復習します。できな
かったキーワードを書きだして再度ノートにまと
めます。

4時間

タックスプランニング、不動産の内容を振返り、確認問題
にチャレンジします。

第14回 総まとめ４（相続・事業承継） 問題でできなかったところを復習します。できな
かったキーワードを書きだして再度ノートにまと
めます。

4時間

相続・事業承継の内容を振返り、確認問題に確認問題にチ
ャレンジします。

182210
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